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補正予算の内容・議案一覧

審
議
さ
れ
た
議
案
一
覧
採決
状況

結果

区分

議　
　

案　
　

名

賛成
反対

条 例 の 制 定

琴
丘
地
域
拠
点
セ
ン
タ
ー
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

18
0
可決

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入

推
進
基
金
条
例

18
0
可決

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

18
0
可決

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

18
0
可決

契約

消
防
用
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
契

約
の
締
結

18
0
可決

平 成 25 年 度 予 算

一
般
会
計
予
算
の
補
正

18
0
可決

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別

会
計
予
算
の
補
正

18
0
可決

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

の
補
正

18
0
可決

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算
の
補
正

18
0
可決

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

予
算
の
補
正

18
0
可決

衛
生
処
理
事
業
特
別
会
計
予
算

の
補
正

18
0
可決

水
道
事
業
会
計
予
算
の
補
正

18
0
可決

発議

議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
18
0
可決

議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

18
0
可決

そ の 他

議
員
の
派
遣
（
県
北
地
区
町
村

議
会
議
員
研
修
会
）

18
0
可決

議
員
の
派
遣
（
町
村
議
会
広
報

研
修
会
、
議
員
研
修
会
）

18
0
可決

議
員
の
派
遣
（
議
会
議
員
視
察

研
修
）

18
0
可決

平成25年　６月定例会補正予算の内容平成25年　６月定例会補正予算の内容平成25年　６月定例会補正予算の内容
会　　　計　　　名 補正前の予算総額 追加補正額 補正後の予算総額

●一般会計 102億4,255万5千円 7,526万6千円 103億1,782万1千円

【主な歳出】

・墓地土留工事（釜谷墓地土留工事） 402万2千円 (一般財源)

・起業支援型雇用創出事業（起業支援型雇用創出委託金） 512万8千円 (県支出金)

・松くい虫枯死木伐倒処理事業（枯死木伐倒処理賃金） 348万  　円 (一般財源)

・枯死木等搬出事業（メロンロード沿いの枯死木搬出事業） 320万  　円 (一般財源)

・ゆめっぴい屋根設置工事（グラウンドゴルフ場日差し雨除け設置工事） 285万6千円 (一般財源)

・サンバリオ備品購入（ごみ保管容器、テーブル、イス等購入） 212万4千円 (一般財源)

・消防施設改修工事（消防車庫・小屋修繕工事（琴丘支団）） 176万6千円 (一般財源)

・森岳小学校グランド等改修工事（森岳小学校グランド改修・防球ネット設置工事） 848万3千円 (一般財源)

・林道災害復旧工事（林道井戸下田線災害復旧工事） 710万  　円 (一般財源)

●水道事業会計 

区　　　　　　　分 補正前の予算総額 追加補正額 補正後の予算総額

収益的収入 1億2,380万1千円 △2万4千円 1億2,377万7千円

収益的支出 1億3,675万9千円 274万1千円 1億3,950万  　円

資本的支出 9,945万  　円 741万3千円 1億　686万3千円

●特別会計 

会　　　計　　　名 補正前の予算総額 追加補正額 補正後の予算総額

国民健康保険事業勘定特別会計 25億3,977万6千円 7,379万4千円 26億1,357万  　円

簡易水道事業特別会計 2億1,681万6千円 歳出組替 2億1,681万6千円

公共下水道事業特別会計 5億8,515万  　円 歳出組替 5億8,515万  　円

農業集落排水事業特別会計 1億7,245万5千円 歳出組替 1億7,245万5千円

衛生処理事業特別会計 2,348万7千円 歳出組替 2,348万7千円

６月12日～14日
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て
い
る
が
、
今
後
は
全
町
か
ら
選
出
す
る

こ
と
も
検
討
し
た
い
。
小
瀬
川
運
動
公
園

等
を
含
む
総
合
的
利
活
用
の
検
討
を
お
願

い
す
る
。

労
働
費
『
緊
急
雇
用
創
出
臨
時
対
策

基
金
費
』
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

じ
ゅ
ん
さ
い
の
館
へ
委
託
す
る
事
業

は
、
営
業
窓
口
を
開
設
し
て
直
売
所

以
外
へ
の
営
業
を
す
る
こ
と
、
ま
た
他
の

直
売
所
と
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
こ
と
、

法
人
化
の
勉
強
会
の
支
援
を
行
う
等
の
事

業
で
１
名
雇
用
す
る
。

　

ま
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
一
里
塚
へ
委
託
す
る

事
業
は
、
販
売
で
き
な
い
農
産
物
を
利
用

し
た
加
工
品
、
漬
け
物
な
ど
の
開
発
、
町

内
の
直
売
所
と
競
合
し
な
い
販
路
の
開
発

事
業
で
１
名
雇
用
す
る
。

条例等審議

条
例
等
審
議

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

今
の
状
況
の
中
で
国
保
税
の
所
得
割

を
８.１５
％
か
ら
６.１５
％
に
引
き
下
げ
る
こ

と
は
大
い
に
評
価
す
る
。
平
均
税
額
が
１

世
帯
で
約
６
千
円
下
が
る
よ
う
だ
が
、
幅

が
少
な
く
感
じ
る
。
そ
の
要
因
と
考
え
ら

れ
る
の
は
加
入
者
の
所
得
が
増
え
た
こ
と

な
の
か
。

全
体
的
に
は
若
干
の
伸
び
は
あ
る

が
、
給
与
所
得
は
下
が
っ
て
い
る
。

国
保
に
多
く
加
入
し
て
い
る
農
家
の
農
業

所
得
の
増
加
が
要
因
と
思
わ
れ
る
。

琴
丘
地
域
拠
点
セ
ン
タ
ー
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

使
用
料
が
免
除
さ
れ
る
団
体
と
は
。

ま
た
、利
用
時
間
が
若
干
短
く
な
り
、

使
用
料
も
こ
れ
ま
で
よ
り
高
く
な
っ
た
こ

と
宿
泊
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
は
住
民
サ

ー
ビ
ス
低
下
で
は
な
い
か
。

使
用
料
が
減
免
さ
れ
る
団
体
は
芸
術

文
化
協
会
・
体
育
協
会
加
盟
団
体
、

問答

社
会
教
育
法
２０
条
に
定
め
る
目
的
達
成
に

関
係
す
る
団
体
で
あ
る
。
ま
た
、
利
用
時

間
や
使
用
料
に
つ
い
て
は
町
内
同
施
設
に

準
じ
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
宿
泊
に
つ

い
て
は
現
段
階
で
は
想
定
し
て
い
な
い
。

一
般
会
計
予
算
の
補
正

保
健
体
育
費
の
『
ド
ラ
ム
式
ホ
ー
ム

ラ
ン
ド
リ
ー
』
の
設
置
場
所
は
ど
こ

か
。
ま
た
使
用
料
は
ど
う
な
る
か
。
ま
た

今
年
度
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
合
宿
関
連
の
申

請
状
況
は
ど
う
か
。

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
合
宿
利
用
者
の
た

め
琴
丘
総
合
体
育
館
へ
設
置
し
、
使

用
料
は
無
料
で
あ
る
。
現
在
申
請
が
出
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、 

中
央
大
学
の
準
硬

式
野
球
部
が
３７
人
で
９
泊
、
新
潟
医
療
福

祉
大
学
男
子
バ
ス
ケ
部
３２
人
で
４
泊
、
神

奈
川
大
学
剣
道
部
６５
人
で
６
泊
。
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
の
高
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

衛
生
費
の
『
予
防
接
種
料
交
付
金
』

に
つ
い
て
、
新
聞
報
道
に
よ
る
と
郡

内
八
峰
町
、
藤
里
町
、
三
種
町
が
１９
歳
か

ら
５９
歳
ま
で
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
。

風
疹
に
罹か
か

り
や
す
い
年
齢
は
女
性
が

２０
代
か
ら
３０
代
、
男
性
が
３０
代
か
ら

４０
代
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
年

代
に
設
定
し
て
お
り
、
妊
娠
が
予
想
さ
れ

る
方
が
最
優
先
対
象
者
と
な
り
、
次
に
夫

や
家
族
と
い
う
順
位
に
な
る
。

総
合
支
所
費
の
『
琴
丘
公
民
館
跡
地

利
活
用
検
討
委
員
会
』
の
人
選
と
人

数
は
。
ま
た
委
員
は
全
町
か
ら
選
出
さ
れ

て
い
る
の
か
。

今
回
は
琴
丘
地
域
か
ら
、
自
治
会
代

表
者
、
歴
史
民
俗
資
料
館
関
係
者
、

各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
婦
人

会
の
代
表
者
、
有
識
者
の
２０
名
を
予
定
し

問

問答

答問答

まもなく完成の琴丘地域拠点センター

問

問答

じゅんさいの館　案内所

答
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一
般
質
問

斎藤　清作
議員

生活保護受給について

②
医
療
機
関
へ
通
院
の
た
め
、

必
要
な
車
の
所
有
は
認
め
ら

れ
る
の
か
。

２
．
今
後
生
活
保
護
を
受
け
る
方

に
つ
い
て

①
年
金
が
少
な
く
生
活
費
が
足

り
な
い
場
合
は
。

②
病
気
や
介
護
で
医
療
費
の
負

担
が
大
き
い
場
合
は
。

③
世
帯
の
一
部
の
人
の
み
で
も

可
能
な
の
か
。

④
外
国
籍
で
も
対
象
に
な
る
の

か
。１

―

①
当
該
預
貯
金
な
ど

が
す
で
に
支
給
さ
れ
た
保

護
費
の
や
り
繰
り
に
よ
っ
て
生
じ

た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
時
は
、
保

有
を
容
認
し
て
差
し
支
え
な
い
取

扱
に
な
っ
て
い
る
。

１
―

②
障
害
を
持
っ
て
い
る
方
が

通
院
、通
学
に
使
用
す
る
場
合
は
、

保
有
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

２
―

①
収
入
が
最
低
生
活
費
に
満

た
な
い
場
合
に
保
護
が
適
用
さ
れ

る
が
、
預
貯
金
、
保
険
、
不
動
産

な
ど
の
資
産
調
査
、
年
金
な
ど
の

社
会
保
障
給
付
、
就
労
収
入
な
ど

の
調
査
が
行
わ
れ
判
断
さ
れ
る
。

２
―

②
高
額
療
養
費
制
度
な
ど
の

他
の
制
度
を
活
用
し
て
保
護
基
準

を
下
回
る
場
合
は
調
査
を
行
い
決

定
さ
れ
る
。

２
―

③
個
人
を
単
位
と
し
て
の
決

定
は
通
常
な
い
が
、
両
親
を
介
護

す
る
た
め
同
居
す
る
場
合
な
ど
、

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合

は
、
個
人
を
単
位
と
し
て
認
め
ら

れ
る
。

２
―

④
外
国
の
方
は
、
生
活
保
護

法
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。
日
本

に
適
法
に
滞
在
し
、
永
住
、
定
住

な
ど
の
在
留
資
格
を
有
す
る
方

は
、
国
の
方
針
に
よ
り
生
活
保
護

に
準
ず
る
取
り
扱
い
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

定
例
会
な
ど
の
質
問
に
対

し
て
、
町
長
、
担
当
課
長

の
答
弁
で
「
前
向
き
に
検
討
す

る
」、「
関
係
各
位
と
協
議
の
上
」。

ま
た
検
討
課
題
な
ど
の
答
弁
で
は

質
問
者
に
対
し
て
、
そ
の
内
容
の

回
答
は
全
く
と
い
っ
て
良
い
ほ
ど

な
く
、
問
題
点
も
進
展
が
な
い
ま

ま
で
あ
る
。

　

今
後
、
質
問
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
即
答
は
無
理
な
場
合
も
あ
る

が
、
調
査
や
協
議
、
相
談
な
ど
の

近
年
、
生
活
保
護
の
受
給

者
は
年
々
増
加
し
て
い

る
。
問
題
と
し
て
、
最
低
賃
金
が

安
い
地
方
な
ど
で
は
、
特
に
収
入

が
１
日
８
時
間
労
働
で
週
５
日
間

働
い
た
額
よ
り
も
、
生
活
保
護
受

給
者
の
受
給
額
の
ほ
う
が
大
き

く
、
さ
ら
に
医
療
、
介
護
費
、
そ

の
他
の
援
助
も
無
料
で
受
け
ら

れ
、
働
く
の
が
無
意
味
な
現
実
で

あ
る
。
給
付
金
を
パ
チ
ン
コ
や
お

酒
な
ど
に
使
う
現
実
が
マ
ス
コ
ミ

で
取
り
上
げ
ら
れ
、
本
当
に
生
活

に
困
っ
て
い
る
方
は
不
正
受
給
に

見
ら
れ
て
い
る
と
、嘆
い
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
現
在
、
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
方
、
今
後
受
け
ら
れ

る
方
に
つ
い
て
伺
う
。

１
．
現
在
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
方
に
つ
い
て

①
生
活
を
切
り
詰
め
て
節
約

し
、
将
来
の
た
め
の
貯
蓄
が

発
覚
し
た
場
合
は
ど
う
な
る

の
か
。

結
果
の
内
容
に
つ
い
て
、
報
告
が

あ
る
べ
き
と
思
う
が
。

事
案
ご
と
に
、
そ
の
対
応

に
努
め
て
い
る
。
議
会
に

対
し
報
告
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
報
告

を
行
っ
て
い
る
。予
算
へ
の
反
映
、

取
扱
要
綱
の
改
正
と
い
っ
た
、
そ

の
後
の
当
局
の
行
動
に
つ
い
て
の

状
況
の
推
移
を
見
守
っ
て
も
ら
い

た
い
。

斎
藤

斎
藤

一般質問の答弁風景

町
長

町
長

一
般
質
問
の
答
弁
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一
般
質
問

堺谷　房子
議員

空き家条例の適正管理の範囲は

平
成
２４
年
９
月
か
ら
空
き

家
条
例
が
運
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、「
空
き
家
と
は
、

常
時
無
人
の
状
態
に
あ
る
建
物
、

そ
の
他
の
工
作
物
（
既
に
倒
壊
し

た
も
の
を
含
む
）
及
び
そ
の
敷
地

を
言
う
」
と
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、

単
な
る
住
宅
の
み
か
。
あ
る
い
は

無
人
と
な
っ
た
大
型
の
建
物
、
例

え
ば
ホ
テ
ル
、
旅
館
、
倉
庫
な
ど

も
含
ま
れ
る
の
か
。
未
登
記
の
建

物
も
対
象
と
な
る
の
か
。
ま
た
、

三
種
町
補
助
金
等
交
付
規
定
に
よ

り
３０
万
円
を
限
度
に
支
給
さ
れ
る

が
、
次
に
掲
げ
る
措
置
に
要
す
る

費
用
の
３
分
の
１
に
相
当
す
る
額
、

建
物
等
除
去
、
廃
材
等
運
搬
及
び

処
理
、
こ
の
ほ
か
町
長
が
助
言
指

導
若
し
く
は
勧
告
、
又
は
特
に
必

要
と
認
め
た
措
置
と
あ
る
が
、
こ

れ
は
補
助
金
３０
万
円
の
外
に
別
途

３
分
の
１
補
助
が
あ
る
と
解
せ
る

の
負
担
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
が
、
町
の
負
担
イ
コ
ー
ル
町
民

負
担
だ
と
い
う
こ
と
を
自
治
会
等

を
介
し
て
で
も
町
民
に
説
明
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

無
人
と
な
っ
た
大
型
の
建

物
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
補

助
金
は
同
一
敷
地
内
に
あ
る
危
険

と
判
断
さ
れ
た
複
数
の
建
物
が

の
か
。
そ
れ
と
も
、
あ
く
ま
で

３０
万
円
が
限
度
額
か
。
こ
の
条
例

を
施
行
す
る
に
あ
た
り
、
実
態
調

査
に
よ
り
危
険
と
判
断
す
る
の
は
、

誰
が
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
方
法

で
判
断
す
る
の
か
。
ま
た
、
相
続

人
が
放
棄
し
て
い
た
場
合
や
、
抵

当
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
伺
う
。

ま
た
代
執
行
を
行
っ
た
場
合
、
町

あ
っ
て
も
、
３０
万
円
を
上
限
と
考

え
て
い
る
。
実
態
調
査
に
よ
る
危

険
の
判
断
は
建
築
士
に
調
査
を
委

託
し
て
行
う
。
相
続
放
棄
並
び
に

抵
当
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
民
法
並
び
に
不
動
産
登
記
法

な
ど
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ

き
、
所
有
者
及
び
相
続
人
の
判
断

を
行
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
危
険

建
物
除
去
の
義
務
者
を
特
定
で
き

る
か
ど
う
か
が
、
条
例
施
行
上
の

要
諦
で
あ
り
、
適
正
な
把
握
に
努

め
る
。
抵
当
権
な
ど
設
定
さ
れ
て

い
る
場
合
、
明
ら
か
に
抵
当
価
値

が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
や
休

眠
抵
当
権
と
思
わ
れ
る
場
合
で

あ
っ
て
も
、
当
該
権
利
者
と
事
前

協
議
を
行
う
。
行
政
代
執
行
に
か

か
わ
る
費
用
は
、
一
旦
町
が
支
出

し
た
う
え
で
義
務
者
に
対
し
納
付

を
命
ず
る
。
し
か
し
、
義
務
者
が

無
資
力
の
場
合
な
ど
、
結
果
的
に

町
の
負
担
に
帰
結
す
る
。

　

５
月
に
自
治
会
長
会
議
を
開
催

し
た
が
、
説
明
不
十
分
な
の
で
、

今
後
、
広
報
や
チ
ラ
シ
な
ど
で
一

層
の
周
知
を
図
り
た
い
。

倒壊の危険のある空き家

町
長

堺
谷
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と
し
て
交
付
す
べ
き
で
あ
る
。

過
去
の
経
緯
は
ど
う
あ

れ
、
現
在
こ
の
基
金
は
、

基
金
条
例
に
基
づ
き
管
理
さ
れ
る

べ
き
公
金
で
あ
る
。

　

基
金
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
漁

業
振
興
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事

業
の
財
源
に
充
て
る
と
き
、
そ
の

一
部
ま
た
は
全
部
を
処
分
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
条
例
の
規
定

に
従
っ
て
取
り
扱
わ
ざ
る
を
得
な

い
と
考
え
て
い
る
。

　

要
望
等
が
あ
れ
ば
、
利
率
を
大

幅
に
下
げ
て
利
用
し
や
す
い
基
金

に
す
る
と
か
、
漁
協
に
お
い
て
漁

業
の
振
興
に
資
す
る
事
業
が
計
画

さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
財
源
に
充

当
す
る
こ
と
に
や
ぶ
さ
か
で
は
な

い
と
考
え
る
。

漁
業
振
興
基
金
は
、
約

１
千
４４７
万
円
が
あ
っ
た

が
、
合
併
直
前
の
平
成
１７
年
度
末

に
な
っ
て
、
町
は
突
然
７００
万
円
を

基
金
に
残
し
て
、
あ
と
の
７４７
万
円

を
漁
業
振
興
と
関
係
の
な
い
目
的

に
使
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
明

ら
か
に
条
例
違
反
で
あ
る
。

　

ま
た
、
同
じ
く
合
併
直
前
に

半
分
を
他
に
使
っ
て
し
ま
っ
た
ほ

か
に
残
っ
た
半
分
は
そ
の
ま
ま
と

い
う
の
は
、
行
政
の
処
理
の
仕
方

と
し
て
は
極
め
て
不
合
理
な
措
置

で
あ
り
、
浜
口
自
治
会
連
合
会
交

付
金
や
八
竜
部
落
自
治
会
交
付
金

と
同
様
に
漁
業
振
興
基
金
も
交
付

金
と
し
て
交
付
す
べ
き
で
あ
る
。

漁
業
振
興
基
金
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
、
一
旦
決

ま
っ
た
問
題
だ
と
思
っ
て
い
た

が
、
今
日
の
意
見
を
伺
っ
て
い
る

と
そ
う
い
う
わ
け
に
も
行
か
な
い

よ
う
だ
と
い
う
の
が
率
直
な
印
象

で
あ
る
。

　

た
だ
、
交
付
す
る
と
か
し
な
い

と
か
を
短
い
時
間
の
中
で
結
論
を

出
す
に
は
大
変
無
理
な
と
こ
ろ
が

あ
る
の
で
、
庁
舎
内
に
し
か
る
べ

き
委
員
会
を
設
け
る
な
ど
し
て
検

討
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
件
に
関
し
て
は
、
昨
年
漁

協
か
ら
も
陳
情
が
出
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
に
対
す
る
回
答
が
出
せ

な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
が
、
こ

れ
を
契
機
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

な
っ
て
、
そ
れ
ま
で
持
っ
て
い
た

地
域
福
祉
基
金
や
黒
鉱
問
題
の
迷

惑
料
と
し
て
積
み
立
て
て
い
た
自

治
振
興
基
金
な
ど
各
種
の
基
金
を

全
部
取
り
崩
し
て
、
図
書
館
整
備

基
金
を
増
や
し
た
り
、
集
落
自
治

会
に
５
千
５００
万
円
を
交
付
し
た
り

す
る
こ
と
に
使
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
基
金
を
全
部
取
り
崩

す
場
合
は
、
議
会
に
か
け
て
基
金

条
例
を
廃
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
れ
を
し
て
お
ら
ず
、

こ
れ
も
条
例
違
反
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
条
例
違
反
を
し

て
ま
で
も
自
治
振
興
基
金
を
取
り

崩
し
て
集
落
自
治
会
に
配
慮
す
る

反
面
、漁
協
振
興
基
金
の
場
合
は
、

現
在
の
漁
業
振
興
基
金

７００
万
円
の
基
と
な
っ
た
も

の
は
、
黒
鉱
問
題
で
昭
和
４７
年
に

県
が
迷
惑
料
と
し
て
旧
八
竜
町
に

支
払
っ
た
支
出
金
７００
万
円
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
迷
惑
料
と
は
な
っ
て

い
る
が
、
明
確
に
覚
書
や
契
約
な

ど
に
基
づ
い
た
漁
業
補
償
金
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
そ
の
取
扱
い
は
町
長
の
判
断

に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
趣
旨
の
も
の

と
理
解
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
漁
協
と
同
様
に
、
当
該

迷
惑
料
の
対
象
と
さ
れ
た
浜
口
自

治
会
連
合
会
と
集
落
自
治
会
に
は

す
で
に
交
付
金
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

１
千
１００
万
円
と
５
千
５００
万
円
が
交

付
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
残
る

漁
協
に
対
し
て
だ
け
基
金
の
ま
ま

で
町
が
管
理
し
て
い
る
の
は
行
政

と
し
て
公
平
性
や
統
一
性
を
欠
い

て
い
る
の
で
、
漁
協
に
対
し
て
も

漁
業
振
興
を
目
的
と
し
た
交
付
金

清水　欣也
議員

漁業振興基金を漁協の自主管理に
～基金相当額を交付金として交付を～

清
水

町
長

町
長

清
水

小型船舶の係留風景
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か
け
る
た
め
に
も
地
場
企
業
へ
の

支
援
、
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活

用
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
努
め
た
い
。

　

農
業
で
は
担
い
手
不
足
解
消
の

た
め
農
地
の
集
積
化
の
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　

町
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
、

高
齢
者
を
地
域
で
支
え
、そ
し
て
、

若
者
が
戻
っ
て
来
た
い
と
思
う
魅

力
あ
る
町
づ
く
り
が
重
要
と
考
え

る
。

　

人
口
推
計
を
覆

く
つ
が
え

す
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
。

域
９４
％
で
あ
っ
た
。

　

自
治
会
活
動
交
付
金
の
実
績
報

告
は
ま
だ
取
り
ま
と
め
て
い
な
い

が
、
交
付
金
が
自
治
活
動
の
一
助

と
な
っ
て
い
る
か
精
査
し
て
い
き

た
い
。

先
般
、
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
が
推
計

し
た
三
種
町
の
将
来
人
口
推
計
が

公
表
さ
れ
た
。

　

７
年
後
に
は
３
千
人
減
、
１７
年

後
に
は
６
千
人
減
、
２７
年
後
に
は

合
併
当
初
の
人
口
の
半
分
の
１
万

人
と
推
計
さ
れ
た
。

　

高
齢
化
に
対
す
る
福
祉
対
策
、

農
業
の
担
い
手
、
税
収
、
保
育
・

学
校
の
維
持
運
営
な
ど
行
政
全
般

に
わ
た
り
、
短
期
長
期
の
対
策
を

講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
具
体
的
構
想
が
あ
る
の
か
伺
う
。

人
口
の
大
幅
減
に
よ
る
労

働
力
不
足
、
交
付
税
の
減

額
等
危
機
感
を
も
っ
て
い
る
。

　

若
者
の
町
外
流
出
に
歯
止
め
を

今
年
度
か
ら
自
治
会
長
会

議
が
旧
小
学
校
区
域
ご
と

に
開
催
さ
れ
、
内
容
の
濃
い
会
議

に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
地
域

ご
と
に
ど
の
よ
う
な
要
望
が
出
さ

れ
具
体
的
な
返
答
が
な
さ
れ
た
の

か
伺
う
。

　

質
問
、
要
望
内
容
に
地
域
性
が

あ
る
の
か
。
ま
た
、
地
域
ご
と
の

出
席
率
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

　

自
治
会
組
織
の
活
動
が
弱
い
地

区
に
対
す
る
助
言
等
は
行
わ
れ
て

い
る
の
か
。
自
治
会
活
動
が
活
発

な
地
区
の
事
例
を
（
自
治
会
交
付

金
の
使
途
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
）
取

り
ま
と
め
自
治
会
長
会
議
等
で
周

知
し
て
は
ど
う
か
。

昨
年
ま
で
は
旧
町
単
位
で

開
催
し
て
い
た
が
、
参
加

者
も
多
く
発
言
し
に
く
い
状
況
で

あ
っ
た
。

　

今
年
度
は
琴
丘
３
地
区
、
山
本

３
地
区
、
八
竜
２
地
区
で
開
催
し

た
。
要
望
だ
け
で
は
な
く
協
働
の

町
づ
く
り
の
意
見
交
換
も
行
わ
れ

て
い
る
。

　

琴
丘
地
域
で
は
除
排
雪
対
策
、

山
本
地
域
で
は
空
き
家
対
策
、
八

竜
地
域
で
は
遊
休
地
・
津
波
対
策

が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

全
地
域
か
ら
道
路
、
側
溝
、
防

災
、
防
犯
、
河
川
改
修
、
公
共
施

設
、
脳
ド
ッ
ク
助
成
等
が
要
望
さ

れ
た
。

　

即
答
で
き
る
も
の
は
答
え
た
が

現
地
確
認
が
必
要
な
場
合
は
、
す

ぐ
に
職
員
を
派
遣
し
対
応
し
て
い

る
。

自
治
会
長
会
議
の
出

席
率
は
琴
丘
地
域

８５
％
、
山
本
地
域
５９
％
、
八
竜
地

平賀　　真
議員

自治会長会議における
要望の内容、町の対応は

活発な意見が出た自治会長会議

平
賀

平
賀

町
長

町
長

総
務
課
長

将
来
人
口
推
計
の
数
値

（
大
幅
減
少
）に
対
す
る

今
後
の
取
り
組
み
方
は

能代山本４市町の将来人口推計　　
（単位：人）

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

三種町 18,876 17,238 15,680 14,139 12,678 11,309 10,006

能代市 59,084 54,916 50,754 46,519 42,378 38,455 34,739

藤里町 3,848 3,527 3,122 2,745 2,402 2,096 1,820

八峰町 8,220 7,454 6,735 6,025 5,371 4,760 4,179

計 90,028 83,135 76,291 69,428 62,829 56,620 50,744
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太
陽
光
発
電
設
備
の
農
地

へ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

農
地
法
に
基
づ
く
転
用
許
可
が
必

要
で
あ
る
。
農
用
地
区
域
内
農
地

や
第
１
種
農
地
は
原
則
不
許
可
と

さ
れ
、第
３
種
農
地
は
原
則
許
可
、

第
２
種
農
地
は
第
３
種
農
地
に
立

地
困
難
な
場
合
な
ど
に
許
可
さ
れ

る
。

　

ま
た
、
農
地
に
支
柱
を
立
て
て

営
農
を
継
続
し
な
が
ら
太
陽
光
発

電
設
備
を
設
置
す
る
場
合
は
、
一

時
転
用
許
可
の
対
象
と
な
る
。
そ

し
て
、
耕
作
放
棄
地
に
お
け
る
取

り
扱
い
な
ど
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
農
水
省
で
検
討
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
の
普
及
推
進
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
公
共
施
設
へ
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
り
、

住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

設
置
す
る
場
合
は
助
成
金
を
交
付

し
て
い
る
。
さ
ら
に
今
年
度
か
ら

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
設
置
に
対
す

る
助
成
制
度
を
制
定
し
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
お

り
、
今
年
度
中
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
こ
と
に
し

て
い
る
。

農
地
に
太
陽
光
発
電
設
備

を
設
置
す
る
場
合
、
ど
の

よ
う
な
手
続
き
が
必
要
と
な
る
の

か
。
第
２
種
農
地
・
第
３
種
農
地
・

耕
作
放
棄
地
へ
の
設
置
や
、
営
農

を
継
続
し
な
が
ら
太
陽
光
発
電
設

備
な
ど
を
設
置
す
る
場
合
は
ど
う

な
る
の
か
。

　

ま
た
、
町
内
で
の
普
及
、
推
進

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

脳
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
、
井

川
町
で
は
、
脳
ド
ッ
ク
受

診
希
望
者
を
募
集
し
助
成
し
て
い

る
。
対
象
者
は
４０
歳
以
上
７０
歳
未

満
の
方
で
、
医
療
機
関
は
秋
田
県

立
脳
血
管
研
究
セ
ン
タ
ー
と
な
っ

て
い
る
。
費
用
額
は
国
保
加
入
者

１
人
当
た
り
負
担
額
が
１
万
円

で
、
募
集
人
員
は
２０
人
と
な
っ
て

い
て
、
国
保
加
入
者
以
外
の
方
は

負
担
額
が
１
万
５
千
円
で
募
集
人

員
は
１２
人
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、

湯
沢
市
で
は
、
脳
ド
ッ
ク
費
用
額

４
万
２
千
円
に
対
し
助
成
額
を
２

分
の
１
の
２
万
１
千
円
と
し
、
自

己
負
担
額
２
万
１
千
円
と
な
っ
て

い
る
。

　

脳
ド
ッ
ク
に
よ
る
検
査
で
発
見

の
対
象
と
な
る
病
気
は
自
覚
症
状

の
な
い
無
症
候
性
脳
梗
塞
を
は
じ

め
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
本

町
で
も
脳
ド
ッ
ク
受
診
の
推
進
と

独
自
の
助
成
制
度
を
実
施
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

本
町
の
死
亡
状
況
を
死
因

別
に
見
る
と
、
第
１
位
は

が
ん
（
悪
性
新
生
物
）
で
あ
る
。

第
２
位
が
心
疾
患
、
第
３
位
が
脳

血
管
疾
患
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

脳
血
管
疾
患
の
場
合
、
た
と
え
命

を
と
り
と
め
て
も
、
手
足
の
麻
痺

や
意
識
障
害
な
ど
の
後
遺
症
が
残

り
、
日
常
生
活
に
大
き
な
不
自
由

を
来
た
し
、
家
族
に
負
担
が
か
か

る
こ
と
が
多
い
た
め
、
い
か
に

予
防
す
る
か
が
重
要
で
あ
る
。
脳

ド
ッ
ク
は
無
症
候
性
脳
梗
塞
や
脳

動
脈
瘤
な
ど
の
脳
血
管
の
検
査
や

心
臓
病
の
危
険
因
子
の
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
を
行
う
こ
と
か
ら
脳
疾
患
の

早
期
発
見
に
有
効
な
手
段
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　

脳
血
管
疾
患
者
の
減
少
を
図
る

べ
く
、
脳
ド
ッ
ク
へ
の
助
成
に
つ

い
て
は
、
自
治
会
長
会
議
な
ど
で

も
提
案
さ
れ
て
い
た
。
来
年
度
か

ら
の
実
施
に
向
け
て
積
極
的
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

大澤　和雄
議員

脳ドック受診への助成を

大
澤

大
澤

町
長

町
長

太陽光発電システム

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
の
設
置
は
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一
般
質
問

負
担
と
な
る
。

　

岩
手
県
宮
古
市
で
は
、
平
成
１３

年
度
か
ら
不
妊
治
療
を
受
け
て
い

る
夫
婦
に
対
し
、
医
療
保
険
が
適

用
さ
れ
な
い
特
定
不
妊
医
療
の
助

成
額
を
年
間
１００
万
円
上
限
に
拡
充

し
た
。
当
町
も
、
自
己
負
担
を
ゼ

ロ
に
す
る
た
め
の
拡
充
を
図
っ
た

ら
ど
う
か
。

本
町
に
お
い
て
、
平
成
２３

年
度
、
２４
年
度
の
２
年
間

に
申
請
の
あ
っ
た
内
容
を
見
る

と
、
１
回
当
た
り
の
治
療
費
の
実

績
は
１７
万
円
か
ら
２６
万
円
弱
の
範

囲
と
な
っ
て
お
り
、
助
成
限
度
額

の
３５
万
円
以
内
に
お
さ
ま
っ
て
い

て
、
自
己
負
担
は
発
生
し
て
い
な

い
。

　

し
た
が
っ
て
、
現
時
点
で
は
上

限
を
引
き
上
げ
る
な
ど
の
制
度
の

拡
充
は
必
要
な
い
と
考
え
て
い

る
。
今
後
と
も
、
経
済
的
な
理
由

で
治
療
を
諦
め
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、事
業
内
容
を
周
知
し
て
い
く
。

は
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
、
別
名
「
毒
素
条

項
」
と
も
言
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
が
、
今
後
問
題
と
な
り
そ
う
な

も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。政
府
は
、

交
渉
参
加
を
表
明
し
た
以
上
、
こ

の
ま
ま
突
き
進
ん
で
い
く
の
だ
と

思
う
。
国
家
と
し
て
、
威
信
を
か

け
た
政
策
に
地
方
自
治
体
の
首
長

が
個
人
的
な
見
解
を
述
べ
る
こ
と

は
差
し
控
え
た
い
。

　

三
種
町
で
の
試
算
は
、
県
の
発

表
し
た
米
の
減
少
率
５２
％
に
三
種

町
の
米
の
生
産
量
、
約
２
万
４５４

ト
ン
。
産
出
額
で
４７
億
円
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
掛
け
る
と
、
全
体
で

２４
億
４
千
４００
万
円
の
減
少
額
と
な

る
見
込
み
だ
。

三
種
町
は
県
内
で
も
早
い

段
階
で
制
度
導
入
を
図
っ

て
き
た
。
現
在
、
県
の
助
成
と
合

わ
せ
る
と
１
回
３０
万
円
で
初
年
度

３
回
、
２
年
度
２
回
、
通
算
５
年

で
１０
回
ま
で
の
助
成
を
行
っ
て
い

る
。
助
成
額
を
超
え
た
分
は
自
己

こ
の
わ
ず
か
２
ヶ
月
間
に

日
本
政
府
は
ア
メ
リ
カ
政

府
に
対
す
る
重
大
な
譲
歩
を
し
た

ば
か
り
か
、
何
の
成
算
も
な
い
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
に
突
入
し
、
日
本
を
多

国
籍
企
業
の
思
う
が
ま
ま
の
市
場

に
す
る
と
と
も
に
、
農
林
水
産
業

を
壊
滅
さ
せ
、
日
本
の
国
土
を
荒

廃
さ
せ
る
道
に
突
き
進
も
う
と
し

て
い
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
撤
回
さ
せ
る
こ

と
は
、
一
握
り
の
多
国
籍
企
業
を

除
く
圧
倒
的
多
数
の
国
民
の
利
益

と
合
致
す
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
一
点
で
の
共
同
を

地
域
で
も
、
全
国
で
も
、
さ
ら
に

発
展
さ
せ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

県
は
、
５
月
２０
日
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

日
本
が
参
加
し
た
場
合
の
影
響
額

の
試
算
を
公
表
し
た
。
当
町
で
の

影
響
額
の
試
算
を
示
し
て
も
ら
い

た
い
。

　

町
長
は
、
こ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参

加
に
つ
い
て
、
政
府
に
対
し
て
反

対
の
意
志
を
示
す
べ
き
だ
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
農
業
や
自
動

車
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

市
場
以
外
に
も
、金
融
サ
ー
ビ
ス
、

投
資
、
医
療
な
ど
、
全
体
で
は
２１

も
の
交
渉
分
野
が
あ
る
。
投
資
国

と
国
家
の
紛
争
解
決
条
項
、
こ
れ

伊藤　千作
議員

ＴＰＰ交渉参加の撤回を

伊
藤

伊
藤

町
長

町
長

ＴＰＰ交渉参加への反対運動

特
定
不
妊
治
療
の

拡
充
を
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議会改革委員会報告、県議長会会長再任

　

本
町
議
会
の
児
玉
議
長
は
、

５
月
１６
日
の
県
町
村
議
会
議
長

会
理
事
会
に
お
い
て
、
満
場
一

致
で
会
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
副
会
長
に
は
高
橋
猛

美
郷
町
議
会
議
長
、
監
事
に
は

須
藤
正
人
八
峰
町
議
会
議
長
、

草
階
廣
治
井
川
町
議
会
議
長
を

そ
れ
ぞ
れ
新
た
に
選
出
し
ま
し

た
。

　

任
期
は
、
平
成
２５
年
５
月
１６

日
か
ら
２
年
間
に
な
り
ま
す
。

児
玉
議
長

秋
田
県
町
村
議
会
議
長
会
会
長

議会改革特別委員会報告
　昨年の６月議会定例会で設置された「議会改革
特別委員会」は、６人の委員により１年にわたり
６回の特別委員会を開催し、議会改革について協
議を重ねてきました。そして、今定例会において、
委員長から議員定数や議員報酬などの協議結果が

報告がされ、次のとおり決定しました。これによ
り「議会議員の定数を定める条例の一部を改正す
る条例」「議会委員会条例の一部を改正する条例」
の発議２件が追加提案され、原案通り可決されま
した。

協議結果の報告

■議員定数及び議員報酬について…………………………………………………
　議員定数は、次期選挙から１８人とすることにした。また、議員報酬は、現
行のとおりとすることにした。
　なお、その協議過程の内容としては、議員定数については、『１８人案』に
賛成が１１人、『１６人案』に賛成が８人であった。また、議員報酬については、
「現行のまま」に賛成が１３人、「削減すべき」に賛成が６人であった。

■当初予算及び決算の審査方法について…………………………………………
　これまでの本会議方式から常任委員会方式で行うことにした。

■付 帯 意 見…………………………………………………………………………
　本議会改革特別委員会は議員定数と議員報酬に関する特別委員会であるこ
とから、この２項目について報告することで区切りをつけることとした。
　なお、その他の議会改革の課題として、今後、新たな委員会を立ち上げて
取り組むべきである。

　

議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
は
、
４
通
り

の
意
見
が
挙
が
り
ま
し
た
。「
住
民
民
意

の
反
映
」「
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
」
な

ど
の
議
員
の
役
割
は
、
現
在
の
人
数
で
な

け
れ
ば
発
揮
で
き
な
い
と
い
う
２０
人
案
。

２０
人
か
ら
１６
人
の
４
人
減
へ
の
大
幅
な
定

数
減
に
難
色
を
示
す
１８
人
案
。
定
数
減
に

は
理
解
を
示
し
、
１８
人
案
と
１６
人
案
の
間

を
と
っ
た
１７
人
案
。
人
口
規
模
で
本
町
と

同
じ
東
北
６
県
の
町
村
の
平
均
に
な
ら
う

１６
人
案
。
協
議
の
結
果
、
特
別
委
員
会
と

し
て
は
１６
人
案
を
全
員
協
議
会
に
提
案
し

ま
し
た
。

　

全
員
協
議
会
で
は
、
４
通
り
の
意
見
で

採
決
を
行
い
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
過
半
数

に
届
か
ず
、
１８
人
案
と
１６
人
案
に
絞
り
再

度
採
決
し
、１８
人
案
に
集
約
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
特
別
委
員
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
若
い

世
代
が
町
議
会
議
員
に
立
候
補
す
る
場
合
、

報
酬
が
低
け
れ
ば
議
員
を
志
す
人
が
い
な

く
な
る
と
い
う
「
現
行
の
ま
ま
」
案
と
定

数
が
１６
人
以
外
の
場
合
は
人
口
規
模
が
同

じ
東
北
６
県
の
町
村
の
平
均
報
酬
に
な
ら

う
「
約
６
％
削
減
」
案
の
２
通
り
の
意
見

が
挙
が
り
、協
議
の
結
果
、「
現
行
の
ま
ま
」

を
全
員
協
議
会
に
提
案
し
ま
し
た
。

　

全
員
協
議
会
で
は
、
２
通
り
の
意
見
に

「
６
％
以
上
の
削
減
」
案
の
３
通
り
で
採

決
を
行
い
「
現
行
の
ま
ま
」
案
に
集
約
さ

れ
ま
し
た
。

議員定数は20人から18人へ ／議員報酬は「現行のまま」

 

議

員

定

数 

 

議

員

報

酬 

児玉　信長 議長

 【議会改革特別委員会】

委 員 長　 宮田　幹保

副委員長　 清水　欣也

委　　員　 堺谷　房子

委　　員　 平賀　　真

委　　員　 伊藤　千作

委　　員　 三浦　　敦

委　　員　 袴田　　隆

再
任
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陳　　情

日時：平成25年5月17日（金）第３回 臨 時 会

件　　　　名 請  願  者　  氏  名 審査委員会 結　果

ドクターヘリの安全運航と県民の安全・安心を守
るため米軍機（Ｆ－16とMV22オスプレイ）の低
空飛行中止の陳情書

秋田県平和委員会
　理事長　風間　幸蔵 総務常任委員会 採　　択

三種町漁業振興基金に関する陳情書 三種町八竜漁業協同組合
　代表理事組合長　田中　保則 総務常任委員会 趣旨採択

日本政府に「核兵器全面禁止の決断と行動を求め
る」陳情書

原水爆禁止秋田県協議会
　理事長　斎藤　重一 総務常任委員会 採　　択

少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国
庫負担制度２分の１復元をはかるための、2014
年度政府予算に係る陳情書

秋田県教職員組合
　執行委員長　山縣　稔　　　
秋田県教職員組合能代山本支部
　支部長　佐々木　徹

教育民生常任委員会 採　　択

公的年金2.5％削減の中止を求める陳情
全日本年金者組合秋田県支部
　能代山本支部
　執行委員長　大倉　勇治

総務常任委員会 採　　択

承認

承認

承認

原案
可決

承認

請 願　 陳 情   審査報告

原案
可決

原案
可決

原案
可決

※「趣旨採択」…請願・陳情をそのまま認めることは困難であるが、趣意が妥当と認められるもの。

総務常任委員長報告で「趣旨採択」と報告、本会議で起立採決により賛成多数で「趣旨採択」に決定した。
（賛成10人、反対８人　※議長は採決に加わりません。）

●専決処分の承認
・町税条例の一部を改正する条例

●専決処分の承認
・国民健康保険税条例の一部を改正する条例

●専決処分の承認
・過疎地域自立促進のための固定資産税の課税免
除に関する条例の一部を改正する条例

●専決処分の承認
・半島振興対策実施地域に係る固定資産税の特例
措置に関する条例

●財産の購入（除雪ドーザ８ｔ級）
・購入物品　除雪ドーザ８ｔ級
・契約相手　ユニキャリア㈱能代サービスセンター
　　　　　  米森一生
・契約金額　1,449万5,250円
　（うち取引に係る消費税額及び地方消費税額69万250円）

●財産の購入（除雪ドーザ11ｔ級）

・購入物品　除雪ドーザ11ｔ級
・契約相手　㈲能代重機サービス
　　　　　  代表取締役　加藤　実
・契約金額　1,473万1,500円
　（うち取引に係る消費税額及び地方消費税額70万1,500円）

●平成25年度一般会計予算の補正

〈主な内容〉
・三浦隆司選手の町民栄誉賞授与に伴う経費
　　　　　　　　　　　　　　　……80万9千円
・小規模土地改良事業補助金……………100万円

●教育委員会の委員の任命

住所　三種町森岳字小中野142番地
氏名　嶋　田　博　光（再任）
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編
集
後
記

三種の星・編集後記

印
刷
／
㈱
八
郎
潟
印
刷
山
本
営
業
所　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
１
８
５
）
８
３
―
５
１
２
０

段
か
ら
彼
ら
に
多
く
の
経
験
を
し
て

ほ
し
い
と
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考

え
て
い
ま
す
が
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
中

だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
教
育
の
場
を

三
種
町
の
方
々
が
与
え
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
場
、
長
信
田
太
鼓
演
奏
の

場
、
就
労
体
験
の
場
な
ど
、
様
々
な

サ
ポ
ー
ト
を
頂
い
て
い
ま
す
。一
度
、

接
し
た
方
々
は
彼
ら
の
真
っ
直
ぐ

さ
、真
面
目
さ
に
心
を
動
か
さ
れ「
長

信
田
の
応
援
団
だ
」
と
言
葉
を
か
け

て
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
ん
な
方
々
の

温
か
さ
に
、
今
度
は
彼
ら
が
響
き
ま

　

今
回
私
は
、「
音
魂
ｉｎ
み
た
ね
」

実
行
委
員
の
一
人
と
し
て
祭
の
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
来
る
７
月
２１
日

（
日
）
に
山
本
体
育
館
に
お
い
て
開

催
す
る
祭
り
で
す
。
町
内
外
か
ら
約

２０
チ
ー
ム
の
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
が
出
場

し
て
優
勝
を
競
い
ま
す
。
地
元
施
設

や
団
体
の
方
々
が
交
流
す
る
場
も
あ

り
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
祭
り
を
作
り
上
げ
る

の
は
、
長
信
田
の
森
心
療
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
通
う
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
を

経
験
し
た
若
者
た
ち
で
す
。

　

そ
も
そ
も
社
会
と
の
つ
な
が
り
を

拒
ん
で
き
た
彼
ら
が
、
な
ぜ
祭
り
を

開
催
す
る
の
か
。
そ
の
理
由
は
た
だ

一
つ
、「
三
種
町
を
元
気
に
す
る
た

め
」
な
の
で
す
。
傷
を
抱
え
て
長
信

田
へ
、
三
種
町
へ
や
っ
て
き
た
彼
ら

は
、
こ
の
地
で
自
分
ら
し
い
人
生
を

取
り
戻
そ
う
と
必
死
に
前
を
向
い
て

い
ま
す
。
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
は
、
普

す
。「
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
体
験
を

さ
せ
て
く
れ
た
地
域
の
方
々
に
、
恩

返
し
し
た
い
！
」
と
。

　

彼
ら
の
思
い
は
、
自
ら
の
限
界
を

も
超
え
て
行
き
ま
す
。
苦
手
な
話
し

合
い
の
繰
り
返
し
、
笑
顔
で
の
宣
伝

活
動
な
ど
、
た
だ
「
三
種
町
を
元
気

に
す
る
た
め
」
の
思
い
だ
け
で
活
動

し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
特
集
タ
イ

ト
ル
の
「
三
種
町
の
ス
タ
ー
」
と
は
、

ひ
た
す
ら
純
粋
に
三
種
町
の
た
め
に

行
動
で
き
る
「
彼
ら
」
な
の
だ
と
思

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
と
と
も

に
祭
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
、
ま
た
、
こ
の
地
に
生
ま

れ
育
っ
た
者
と
し
て
の
私
の
役
割
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

７
月
２１
日
、
私
た
ち
と
一
緒
に
三

種
町
を
熱
く
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

「音魂」実行委員

長信田の森心療クリニック
看護師

田
た

　中
なか

　千
ち か こ

夏子

★
★
★
★

★
★★
★★

★★★★★★★★

★
★
★
★

オープニングは長信田太鼓

　

広
報
委
員
会
に
就
い
て
か
ら
１
年

経
っ
た
今
で
も
、
文
集
作
り
、
物
書

き
の
思
考
が
乏
し
い
自
分
が
委
員
に

就
く
の
は
何
故
だ
と
不
思
議
な
く
ら

い
。
人
は
そ
れ
ぞ
れ
得
手
不
得
手
が

あ
り
、
自
分
の
得
手
は
早
朝
、
地
に

蛙
カ
ワ
ズ

の
鳴
き
声
、
天
に
小
鳥
の
囀
さ
え
ず

る
声

を
聴
き
な
が
ら
、
緑
一
面
の
田
園
コ

ー
ス
で
朝
露
の
中
、
５０
分
間
の
ジ
ョ

ギ
ン
グ
が
毎
日
の
日
課
で
す
。
今
後

も
体
力
の
続
く
限
り
何
十
才
ま
で
も

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
今
日
こ

の
頃
で
す
。

　

来
年
の
春
は
、
三
種
町
の
町
長
、

議
会
議
員
の
改
選
期
で
す
。
そ
れ
ま

で
に
定
例
議
会
が
４
回
ほ
ど
開
催
予

定
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
議
会
傍
聴
を
お
待
ち
致

し
て
お
り
ま
す
。

斎
藤　

清
作　

記

「音魂inみたね」のＰＲ


